
・ 73 ・

 

 

Ⅰ 事業の概要（地域の実情含む） 

  本校は、洋野町の南西側で旧大野村の中心部に位

置している。沿岸部からは離れた山側であるため、

海は児童にとって身近なものではなく、東日本大震

災が発生した当時に現在の３年児童が生まれたば

かりであった。東日本大震災については、身近な問

題として捉えられておらず、その記憶は薄れつつあ

る。 

  このような経緯を踏まえ、「いわての復興教育推進

事業（震災学習列車活用スクール）」を活用し、東

日本大震災について見聞し、体験を通して学習をす

ることで、防災について身近なこととして捉えられ

るようにし、復興について深い学びができるように

したいと考える。 

 

Ⅱ 取組の概要 

１ 実施学年 第３学年１７名 

２ ねらい 

 東日本大震災の被災地を訪れ、震災時の状況

や復興の状況を学習することを通して、防災・

復興への意識を高める。 

３ 取組の内容 

ア 事前学習 

イ 震災学習列車 
ウ 語り部の話しを聞く 
エ 事後学習 
４ 具体的な取組 

ア 事前学習 
・ 副読本を活用し、震災や災害について学ん 
だ。 
・ タブレット端末を使い、グループで東日本

大震災について調べた。 
・ 新聞記事の「東日本大震災特集」を活用し、

震災の様子や復興の歩みを調べた。 

イ 震災学習列車活用スクール 
① 震災学習列車乗車体験（久慈駅～田野畑駅） 

     三陸鉄道の方から、被害の状況や、明かり 
がつかない暗闇、連絡手段がなくなることな

ど当時の様子や、復興にむけての思いなどを

聞くことができた。車窓からの景色を見なが

ら三陸鉄道の方の話しを聞き、自然災害の脅

威や、復興への努力について学ぶことができ

た。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  【震災学習列車：三陸鉄道の方の話しを聞く】 
 

   ② 語り部の話しを聞く（田野畑） 

     震災当時の写真と現地の様子を見ながら、   

津波の様子や恐ろしさ、すぐに高台へ避難す

ること（津波てんでんこ）についてのお話を

聞いた。 

自然災害の恐ろしさ、自分の命を守ること

が大切であることを学ぶことができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  【語り部：震災当時の話しを聞く】 
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